
平成 30 年 3 月 4 日 
 
平成２９年度東洋学研究情報センター機関推進プロジェクト実施報告書（項目１～６） 

 
１．プロジェクト名 
東京大学東洋文化研究所所蔵山西票號資料の基礎的研究 
 
２．申請研究者 
（氏名）（所属・役職）黒田明伸 東京大学東洋文化研究所・教授 
  共同研究者 
（氏名）（所属・役職）封越健 中国社会科学院経済研究所・教授 
 
３．研究期間平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日（1 年間） 
 
４．プロジェクトの趣旨、全体計画（400 字程度） 
山西票號は山西省に本拠を置く為替金融機関の総称である。票號は中国各地間の送金を引

き受け、ことに 19 世紀後半以降発展した。招来の経緯は定かではないが、東洋文化研究所

図書室には票號が残した、世界的にまれなほどの大量の帳簿や書簡が所蔵されている。濱下

武志編『山西票号資料 : 書簡編 （１）』が 1990 年に東洋學文献東洋学文献センター叢刊

として刊行されてから久しい。同資料は所蔵の山西票號関係資料中の書簡の一部を註点刊

行したものであるが、同治年間以降のものは含まれていない。共同研究者の封越健氏は会計

帳簿研究の専門家であり、経済研究所屯渓文書（いわゆる徽州文書の一部）に保有される会

計文書類研究の第一人者である。黒田はまた国立図書館別館（北京図書館）所蔵の雑貨商統

泰號の帳簿の分析に従事してきた。封氏を招請することにより、他の帳簿類との様態の比較

も含め、同資料の基礎からの分析を深化させる。 
 
５．今年度の研究実施状況（400 字程度） 
封越健教授を 2015 年 1 月 22 日より 2 月 18 日まで本研究所に招請。封教授は東洋文化研

究所所蔵の山西票號資料をまずすべて実見し、つぎに正確な内容目録を作成した。それによ

り山西票號以外の江南の製糸工場や漢口渡船事務所などの資料がふくまれていることなど、

はじめて同資料の全貌が明らかとなった。その作業をとおして、同資料の今後の管理と閲覧

の在り方について問題を提起した。帳簿にはさまざまな貨幣単位が現れるが、山西の地方的

銀両単位などについて黒田と検討した。また関連する作業として、本研究所図書室所蔵の合

股関係資料、特に満鉄調査部によるもの、さらに法学部図書室所蔵の合股関連資料を精査し

た。予算不足のため、予定していた黒田の北京の経済研究所での調査は実施しなかった。 
封教授は山西票號の帳簿の内容の部分的な入力をこころみたが、刊行を見すえたまとま



った量を行うには今回の招請では時間が足らなかった。次回は充分な期間をとって招請す

べきであり、その条件が整うまで、プロジェクトは中断すべきかと判断する。 
 
６．今年度の研究成果の概要（400 字程度） 
封教授は東洋文化研究所所蔵の山西票號資料をすべて実見し、正確な内容目録を作成。山西

票號以外の江南の製糸工場や漢口渡船事務所などの資料がふくまれていることなど、はじ

めて同資料の全貌が明らかとなった。票號に帳簿にはさまざまな貨幣単位があらわれ、それ

ぞれがどのような単位なのかを明らかにすることが、帳簿の意味を解読する上で重要であ

うが、封教授と黒田の共同作業により、いくつかの山西固有の銀両単位の使用などが確かめ

られた。調査において同資料のこれまでの管理と閲覧の在り方について問題の問題が明ら

かとなった。 
 


